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『
新
語
』
の
統
治
理
念

　
1
『
潅
南
子
』
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
一

有
　
馬
　
卓
　
也

は
じ
め
に

　
黄
老
思
想
を
考
え
る
際
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
に
儒
家
言
受
容
の
論
理
構
造
の
解
明
が
あ
る
。
戦
国
期
に
お
い
て
は
基
本
的
に
相
容
れ

な
い
も
の
で
あ
っ
た
道
家
言
と
儒
家
言
と
が
、
黄
老
思
想
と
い
う
枠
の
中
で
は
時
に
は
い
び
つ
な
形
で
あ
っ
て
も
摂
取
又
は
融
合
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
『
潅
南
子
』
泰
族
訓
な
ど
は
儒
家
言
受
容
の
専
論
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
他
の
諸
事
に
も
「
仁
義
」
や
「
礼
楽
」
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
語
を
用
い
て
論
を
展
開
す
る
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
黄
老
思
想
の
諸
子
併
呑
能
力
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
か
と
い
う
問

題
と
係
わ
っ
て
く
る
た
め
、
極
め
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
逆
の
視
点
に
立
っ
て
漢
初
期
に
あ
っ
て
儒
家
言
を
主
流
と
し
つ
つ
黄
老
（
道
家
）
言
を
も
取
り
入
れ
た
と
さ
れ
る

陸
質
『
新
語
』
を
考
え
、
黄
老
思
想
と
儒
家
言
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
て
み
た
い
。
宮
崎
市
定
氏
は
『
新
語
』
を
「
漢
一
代
の
思
想
界
の

　
②
開
祖
」
と
称
し
て
お
り
、
前
漢
期
の
思
想
動
向
を
捉
え
る
上
で
も
重
要
な
文
献
で
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
　
『
新
語
』
に
対
す
る
論
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
過
去
に
多
く
為
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
の
『
新
語
』
観
も
先
行
す
る
諸
研
究
と
著
し
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
本
稿
は
『
新
語
』

そ
の
も
の
の
研
究
と
し
て
で
は
な
く
、
■
『
准
南
子
』
に
於
け
る
儒
家
言
受
容
問
題
解
決
の
た
め
の
一
布
石
と
し
て
あ
る
。

　
さ
て
陸
墨
『
新
語
』
に
つ
い
て
は
、
文
献
学
上
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
、
そ
の
成
立
・
内
容
は
決
し
て
明
瞭
な
も
の
と
は
言
い
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
。
し
か
し
諸
研
究
の
成
果
に
よ
り
、
お
お
む
ね
現
行
本
『
新
語
』
は
自
費
自
身
の
著
作
と
認
め
ら
れ
、
原
本
と
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
、
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
は
『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
陸
頁
二
十
三
篇
」
の
残
響
で
あ
る
と
の
一
応
の
結
論
が
出
た
。
本
研
究
に
於
け
る
文
献
考
証
は
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
省
略
す
る
。

｝
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さ
て
『
新
語
』
を
考
え
る
際
に
最
も
重
視
す
べ
き
こ
と
は
、
　
『
新
語
』
が
漢
初
期
に
あ
っ
て
、
何
を
提
出
せ
ん
と
し
て
い
た
か
に
あ
る

と
考
え
る
。
秦
を
経
て
新
し
い
統
一
国
家
が
成
立
し
た
。
そ
の
中
で
の
『
新
語
』
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
然
の
ご
と
く
、
旧
態
と
は
異
な
る

新
機
軸
の
提
出
が
そ
こ
に
目
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
　
『
新
語
』
の
表
面
上
に
散
見
さ
れ
る
戦
国
期
の

諸
タ
ー
ム
は
、
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
陸
質
が
新
統
一
国
家
始
動
に
あ
た
っ
て
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
た
統
治
形
態
の
在
り
方
を
探
り
、
　
『
准
南
子
』
の
「
無
為
の
治
」
や
泰
族
訓
な
ど
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
特
質
を
見
て
み
た
い
。

第
一
章
道
基
篇
に
つ
い
て

　
本
章
で
は
『
新
語
』
の
思
想
的
基
盤
で
あ
る
道
基
篇
を
考
証
し
、
　
『
新
語
』
が
提
出
す
る
統
治
形
態
の
大
ま
か
な
枠
組
み
や
設
定
を
天
・

天
対
人
・
人
・
人
対
人
の
四
論
か
ら
調
べ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
冒
頭
の
天
（
道
体
）
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
「
伝
日
、
天
生
万
物
、
団
地
養
之
、
聖
人
成
之
、
功
徳
参
合
、
而
道
術
生
焉
。
故
天
張
日
月
、
列
星
辰
、
序
四
時
、
調
陰
陽
、
目
隠
治

　
性
、
次
置
五
行
、
春
生
里
長
、
秋
収
冬
草
。
陽
生
雷
電
、
早
成
霜
雪
、
養
育
草
生
、
一
茂
一
亡
。
潤
之
以
風
雨
、
曝
之
以
日
光
、
温
之

　
以
節
気
、
降
鍔
広
損
霜
、
位
之
以
衆
星
、
制
之
漏
斗
衡
、
義
甲
以
六
合
、
羅
之
以
紀
綱
、
福
部
以
災
変
、
告
発
以
禎
祥
、
動
之
以
生
殺
、

　
悟
之
以
文
章
。
」
（
道
基
）

　
こ
こ
に
天
は
す
べ
て
の
万
物
を
生
じ
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
主
ど
る
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
後
半
に
あ
る
「
改
む
る

に
事
変
を
以
て
し
、
告
ぐ
る
に
軸
重
を
以
て
す
」
、
及
び
「
蔵
す
に
文
章
を
以
て
す
」
の
文
で
あ
り
、
董
仲
野
に
よ
っ
て
論
理
化
さ
れ
た

天
人
相
主
意
の
先
駆
的
形
態
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
陸
頁
自
身
ば
、
戦
国
以
来
の
時
令
説
な
ど
に
見
ら
れ
る
天
映
記

述
の
派
生
と
し
て
考
え
て
い
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
は
あ
る
。

　
そ
し
て
「
聖
人
之
を
成
し
、
功
徳
参
合
し
て
、
道
術
生
ず
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
統
治
者
た
る
聖
人
が
、
天
の
意
志
が
託
さ
れ
て
い

る
媒
介
物
と
し
て
の
万
物
万
象
を
範
と
し
て
そ
れ
に
従
う
と
い
う
基
本
的
な
陸
頁
の
立
場
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
以
下
に
地
に

つ
い
て
述
べ
る
際
に
、

「
2
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「
故
地
封
五
嶽
、
画
四
漬
、
規
湾
岸
、
通
水
泉
。
樹
物
書
類
、
苞
植
万
根
。
髪
形
養
精
、
取
立
璽
生
。
不
違
天
時
、
不
奪
物
性
、
不
蔵

　
其
情
、
不
匿
其
詐
。
」
（
道
基
）

　
と
言
い
、
総
括
し
て

　
「
故
知
天
者
仰
観
天
文
、
知
地
者
傭
察
地
理
。
」
（
道
基
）

　
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
陸
頁
の
天
論
及
び
天
対
人
論
に
関
す
る
基
本
路
線
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
基
本
的
に
は
『
准
南
子
』
原
道
訓
の
そ
れ

と
一
致
す
る
。
唯
一
異
な
る
点
は
、
天
の
君
主
・
人
民
に
対
す
る
戒
告
と
し
て
の
「
災
変
禎
祥
」
を
準
備
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
天
対

人
論
に
お
い
て
天
映
記
述
が
付
加
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
君
主
の
為
す
統
治
に
欠
陥
が
生
じ
る
可
能
性
を
認
め
て
い
る
か
ら
に
雑
な
ら

ず
、
こ
れ
は
基
本
的
に
君
主
を
聖
人
と
し
て
未
だ
承
認
し
て
い
な
い
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
准
南
子
』
が
説
く
「
無
為

の
治
」
の
場
合
、
聖
人
た
る
統
治
者
は
「
自
得
」
「
内
治
」
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
当
然
統
治
に
於
け
る
過
失
は
生
じ
得
ず
、
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
天
狭
記
述
も
附
さ
れ
な
い
。

　
『
准
南
子
』
原
道
訓
や
繕
言
訓
の
場
合
、
こ
の
天
、
天
対
人
論
を
踏
ま
え
て
、
人
論
と
し
て
の
「
自
得
」
「
内
治
」
、
人
臣
人
士
と
し
て

の
「
無
為
」
「
柔
弱
」
「
不
先
」
等
々
へ
と
展
開
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
展
開
部
分
に
お
い
て
『
新
語
』
は
い
さ
さ
か
異
な
っ
て

く
る
。
次
の
文
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

　
「
於
是
先
聖
乃
仰
観
天
文
、
傭
察
地
理
、
図
画
乾
坤
、
以
定
人
道
。
民
始
開
悟
、
知
有
父
子
之
親
、
君
臣
之
義
、
夫
婦
之
別
、
長
幼
之

　
序
。
於
是
百
官
立
、
王
道
乃
生
。
」
（
道
基
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
こ
こ
か
ら
『
新
語
』
は
包
犠
か
ら
湯
王
・
周
公
に
至
る
ま
で
の
中
国
史
の
記
述
に
入
る
。
先
の
天
論
、
天
対
人
論
を
踏
ま
え
て
い
る
こ

と
は
始
め
の
一
文
で
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
先
聖
（
包
犠
）
が
、
天
地
間
の
道
理
を
規
準
と
し
て
そ
れ
に
困
り
論
い
、
　
「
父
子
之
親
」

「
君
臣
之
義
」
「
夫
婦
之
別
」
「
長
幼
之
序
」
と
い
っ
た
儒
家
的
「
人
道
」
の
秩
序
を
制
定
し
た
と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
次
に
は
、

　
「
旧
知
畏
法
、
而
無
礼
義
。
於
是
中
聖
壮
挙
十
善
痒
序
之
教
、
上
坂
上
下
薄
儀
、
明
父
子
野
卑
、
君
臣
節
義
。
」
（
道
基
）

と
言
う
。
こ
こ
は
国
家
の
乱
れ
に
よ
っ
て
儒
家
的
な
道
徳
が
萌
芽
し
た
事
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
中
聖
と
は
、

「
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文
意
・
周
公
を
さ
す
。
先
程
の
資
料
に
儒
家
的
秩
序
は
天
地
の
規
範
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
る

と
、
こ
の
記
述
は
そ
の
実
例
と
し
て
過
去
の
学
校
制
度
を
挙
げ
て
「
上
下
之
儀
」
「
父
子
之
礼
」
「
君
臣
之
義
」
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え

る
。
そ
し
て

　
「
礼
義
不
行
、
綱
紀
不
立
、
後
世
衰
廃
。
於
是
後
聖
王
定
五
経
、
明
六
芸
。
承
天
統
地
、
窮
事
察
微
、
原
情
立
本
、
以
緒
人
倫
、
宗
諸

　
天
地
、
纂
修
篇
章
、
垂
諸
来
世
。
被
諸
鳥
獣
、
以
匡
衰
乱
。
天
人
合
策
、
原
道
悉
備
、
智
者
達
異
心
、
百
工
黒
垂
巧
。
」
（
道
基
）

と
言
っ
て
、
先
の
中
性
の
記
述
を
受
け
て
、
今
度
は
後
聖
（
孔
子
）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
　
「
天
を
承
け
地

を
統
べ
」
と
か
「
天
人
策
を
合
し
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
五
経
六
芸
も
ま
た
先
の
循
天
か
ら
の
儒
家
的
道
徳
と
い
う
枠
の
中
で
捉
え
得

　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
と
い
う
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
先
の
儒
家
的
道
徳
に
関
す
る
文
が
因
循
思
想
の
展
開
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
言
う
五
経
六
芸
も
当
然
の

如
く
そ
の
一
展
開
で
あ
る
。
た
と
え
ば
本
行
篇
に
は
、

　
「
詩
書
礼
楽
、
為
得
其
所
。
回
天
道
之
所
立
、
大
義
之
所
行
也
。
」
（
本
行
）

　
と
あ
っ
て
、
孔
子
が
「
六
芸
を
表
白
し
、
以
て
儒
術
を
重
ん
じ
」
（
本
行
）
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
詩
書
礼
楽
」
も
「
所
を
得
」
て
、

こ
こ
に
「
大
道
」
が
確
立
し
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
逆
に
「
天
道
」
の
性
質
を
伺
い
知
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
そ
し
て
一
通
り
中
国
史
に
つ
い
て
触
れ
た
の
ち
、
再
び
原
理
的
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
天
気
所
生
、
神
霊
所
治
、
幽
間
清
浄
、
與
神
浮
沈
、
莫
不
効
力
為
用
、
主
情
為
器
。
油
日
、
聖
人
成
之
。
所
以
能
軸
物
通
変
、
主
情

　
性
、
顕
仁
義
也
。
」
（
旧
基
）

　
天
地
の
働
き
を
神
妙
な
る
も
の
と
し
て
認
識
し
、
そ
れ
を
規
範
と
し
て
因
循
す
れ
ば
仁
義
に
よ
る
統
治
を
完
遂
し
得
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
も
先
の
記
述
と
同
じ
よ
う
に
因
循
と
儒
家
的
規
範
と
の
連
動
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
道
黒
煙
に
お
け
る
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る

こ
と
ば
疑
い
な
く
、
以
下
の

　
「
故
聖
人
懐
仁
侯
義
、
分
明
繊
微
、
付
度
天
地
。
危
而
不
傾
、
侠
而
不
乱
者
、
仁
義
之
所
治
也
。
」
（
道
基
）

　
「
是
以
君
子
握
道
書
治
、
擦
徳
而
行
、
席
仁
而
坐
、
杖
義
而
彊
、
虚
無
寂
箕
、
驚
動
無
量
。
…
…
（
湯
・
周
）
行
合
天
地
、
徳
配
陰
陽
、

　
承
天
珠
悪
、
克
虫
除
殊
、
将
気
養
物
、
明
□
設
光
、
耳
聴
八
極
、
目
観
四
方
。
忠
進
諸
事
、
直
立
邪
亡
、
道
行
姦
正
。
」
（
道
基
）

　
「
夫
謀
事
不
三
三
義
者
後
必
敗
、
殖
不
固
本
而
立
高
基
者
後
必
崩
。
故
聖
人
墨
壷
豊
本
芸
。
」
（
道
基
）

一
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と
い
っ
た
文
も
同
様
の
記
述
で
あ
る
。
　
「
付
鼻
天
地
」
「
道
」
「
虚
無
駆
引
」
な
ど
と
い
う
黄
老
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
仁
義
が
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
慎
微
細
に
も
同
旨
の
文
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
も
同
様
に
「
懐
仁
行
義
」
が
「
分
別

繊
微
」
「
付
度
天
地
」
よ
り
も
上
位
に
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
仁
義
」
に
絶
対
的
な
価
値
が
置
か
れ
、
人
倫
社
会
と
い
う
枠
を
超

え
た
「
仁
義
」
が
措
定
さ
れ
て
い
る
。

　
次
の
文
で
も
「
仁
義
」
に
つ
い
て
同
様
の
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
「
故
事
行
則
怨
積
、
陸
運
則
功
興
。
百
姓
買
徳
附
、
骨
肉
以
仁
親
、
夫
婦
以
義
合
、
朋
友
以
義
信
、
君
臣
以
義
序
、
百
官
訓
義
承
。
…

　
…
守
国
者
以
仁
堅
固
、
佐
君
者
以
義
可
傾
。
君
以
仁
治
、
臣
以
義
平
、
郷
党
以
仁
悔
悔
、
朝
廷
以
義
便
便
、
美
女
以
貞
顕
其
行
、
烈
士

　
以
義
彰
其
名
。
陽
気
以
仁
生
、
陰
節
以
義
降
。
鹿
鳴
以
寒
冒
其
璽
、
関
雌
以
義
鳴
雌
雄
、
春
秋
以
仁
義
既
絶
、
詩
以
仁
義
存
亡
、
乾
坤

　
以
仁
和
合
、
八
卦
以
義
相
承
、
書
以
仁
叙
九
族
、
君
臣
以
義
制
忠
、
礼
以
寒
樹
節
、
楽
以
礼
升
降
。
」
（
道
基
）

　
君
臣
関
係
に
始
ま
り
、
自
然
物
や
陰
陽
、
五
経
に
至
ま
で
、
仁
義
が
配
当
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
道
基
篇
最
後
の
文
章
で
あ
る
。

　
「
仁
者
道
之
紀
、
義
者
聖
下
学
。
学
之
背
明
、
失
之
者
昏
、
背
評
者
亡
。
…
…
穀
梁
傳
日
、
仁
者
以
治
親
、
義
者
以
利
尊
。
万
世
不
乱
、

　
仁
義
之
所
治
也
。
」
（
道
基
）

　
皇
基
篇
は
、
そ
の
冒
頭
部
に
企
て
理
念
的
に
は
天
地
に
従
う
こ
と
を
説
き
な
が
ら
も
、
具
体
的
方
法
と
し
て
は
天
地
の
道
に
直
結
す
る

仁
義
に
の
っ
と
る
べ
き
事
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
徳
目
が
仁
義
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
、
実
質
的
に
は
政

治
・
統
治
の
理
念
的
中
心
が
天
か
ら
仁
義
に
移
行
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
仁
義
を
中
心
と
し
た
儒
家
規
範
を
天
与
の
も
の
と
し
て
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
し
、
そ
れ
に
天
と
同
質
の
絶
対
性
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
上
で
の
「
万
世
乱
れ
ず
」
で
あ
る
。
そ
の
点
に
於
て
明

ら
か
に
『
准
南
子
』
と
は
一
線
を
画
す
る
。

　
さ
て
、
以
上
道
基
篇
を
簡
単
に
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
宇
野
氏
の
『
新
語
≒
に
対
す
る
位
置
付
け
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

　
「
『
新
語
』
は
確
か
に
か
な
り
伝
統
的
な
儒
家
思
想
を
述
べ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
そ
の
議
論
の
中
に
黄
老
道
家
の
用
語
や
概
念
、
或
は

　
法
家
的
歴
史
観
が
入
っ
て
み
る
の
は
、
要
す
る
に
そ
れ
が
当
時
の
思
潮
で
あ
っ
て
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
め
で
あ
り
、
　
『
新
語
』
は
、
そ
れ
を
自
己
の
論
の
中
に
組
入
れ
て
、
儒
家
思
想
の
新
し
い
説
き
方
を
示
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」

　
こ
の
結
論
は
、
当
時
の
状
況
を
正
し
く
捕
ら
え
た
も
の
で
あ
り
、
大
筋
で
は
異
論
を
唱
え
る
余
地
は
な
い
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
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次
の
論
に
移
っ
て
み
た
い
。

第
二
章
　
天
及
び
天
対
人
の
思
想

　
道
戯
篇
が
提
出
す
る
綱
領
に
沿
っ
て
、
本
章
で
は
特
に
天
論
及
び
天
対
人
論
に
関
す
る
文
を
『
新
語
』
の
他
の
諸
篇
か
ら
拾
い
挙
げ
、

考
証
し
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
　
『
新
語
』
の
中
核
は
や
は
り
新
統
一
国
家
始
動
に
向
け
て
の
統
治
に
あ
る
の
で
、
道
導
篇
に
お
け
る
天
論

及
び
天
対
人
論
が
占
め
た
割
合
ほ
ど
に
は
、
そ
れ
は
他
篇
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
『
新
語
』
自
体
が
、
あ
ま
り
理
念
書
と
し
て

の
性
質
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
の
一
証
と
な
ろ
う
。

　
ま
ず
天
（
道
体
）
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
最
も
少
な
く
、
た
と
え
ば
、

　
「
河
出
図
、
洛
出
書
。
」
（
慎
微
）

は
天
の
意
志
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
道
下
篇
の
「
律
す
に
文
章
を
以
て
す
」
の
具
体
的
事
例
と
し
て
把
握
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
次
に
、

　
「
因
是
之
道
、
寄
之
天
地
之
間
、
山
豆
非
古
之
所
謂
得
道
者
哉
。
」
（
慎
微
）

と
あ
っ
て
、
君
主
は
そ
の
天
意
に
従
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
天
対
人
論
が
続
く
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
思
務
篇
に

見
え
る

　
「
天
地
之
数
、
斯
命
之
象
也
。
日
□
□
□
□
□
□
□
心
土
宿
並
列
、
各
有
所
主
。
万
端
異
路
、
千
法
異
形
。
」
（
軍
務
）

　
な
ど
も
以
下
に
続
く

　
「
聖
人
因
其
勢
而
調
之
、
使
小
大
不
得
相
喩
、
方
円
不
得
相
干
。
…
…
聖
人
因
変
而
立
功
、
旧
情
上
半
太
平
。
」
（
思
務
）

　
と
い
う
天
対
人
の
記
述
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
『
新
語
』
に
は
、
　
『
准
南
子
』
の
各
所
に
見
え
る
純
然
た
る

道
体
論
と
い
う
の
は
存
在
し
な
い
と
言
え
る
。
こ
れ
は
陸
費
自
身
が
『
新
語
』
執
筆
に
あ
た
り
、
そ
の
重
要
性
・
急
務
性
を
感
じ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
天
（
馬
体
）
に
関
し
て
は
新
た
に
提
出
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
こ
と
、
加
え
て
道
基
篇
に
於
て
天
・
道
の
規
範
を
仁

義
な
ど
の
儒
家
規
範
に
転
換
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
と
な
ろ
う
。
事
実
、
次
の
天
対
人
論
も
含
め
て
、
天
に
関
す

一
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る
議
論
は
非
常
に
少
な
く
、
陸
質
は
『
新
語
』
の
大
部
分
を
人
論
及
び
人
対
人
論
に
さ
い
て
い
る
。

　
次
に
天
対
人
に
か
か
わ
る
議
論
で
あ
る
が
、

　
「
若
湯
武
之
君
、
伊
呂
群
臣
、
因
天
時
而
行
罰
、
順
陰
陽
而
運
動
、
上
謄
天
文
、
照
察
人
心
、
以
美
服
衆
、
以
弱
制
強
。
」
（
慎
微
）

　
「
夫
世
人
不
学
詩
書
、
存
仁
義
、
尊
聖
人
之
道
、
極
経
芸
之
深
。
乃
論
不
条
章
語
、
学
不
然
之
事
、
図
天
地
之
形
、
説
事
変
之
異
、
乖

　
先
王
之
法
、
異
聖
人
之
意
、
惑
学
者
磁
心
、
宿
下
人
造
藍
。
…
…
故
事
不
生
於
法
度
、
道
不
本
於
天
地
、
可
言
而
不
可
行
田
。
」
（
至
幸
）

　
な
ど
が
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
懐
慮
篇
の
方
で
あ
ろ
う
。
文
末
に
お
い
て
「
事
の
法
度
に
生
ぜ
ず
、
道
の
天
地
に
見
つ
か
ざ
れ
ば
、
言

ふ
べ
く
し
て
行
な
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
」
と
結
論
を
示
し
な
が
ら
も
、
文
頭
に
お
い
て
は
「
世
人
は
、
詩
書
を
学
び
仁
義
を
存
し
、
聖

人
の
道
を
尊
び
、
経
芸
の
深
さ
を
極
め
ず
。
乃
ち
…
…
」
と
前
提
が
示
さ
れ
て
い
る
。
道
心
篇
と
同
じ
く
「
詩
書
」
「
仁
義
」
「
聖
人
沿
道
」

「
経
芸
」
に
極
め
て
大
き
な
価
値
を
置
き
、
そ
れ
を
修
め
な
い
こ
と
は
「
天
地
に
撃
つ
か
ざ
る
」
「
道
」
と
同
じ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
今
一
つ
、
天
対
人
に
か
か
わ
る
文
を
見
て
み
た
い
。

　
「
安
危
革
帯
、
吉
凶
之
符
、
一
出
於
身
。
存
亡
五
道
、
成
敗
之
事
、
一
起
於
善
行
。
…
…
天
道
不
短
甲
人
道
易
也
。
…
…
世
衰
墨
筆
、

　
非
天
心
所
為
也
。
乃
君
国
者
献
上
取
之
也
。
悪
政
生
悪
気
、
悪
気
生
尊
重
。
尊
重
之
類
、
随
気
而
生
。
虹
蜆
国
事
、
因
政
難
壁
。
治
道

　
失
於
下
、
則
天
文
変
於
上
。
悪
政
流
於
民
、
則
娯
轟
生
三
野
。
」
（
明
誠
）

　
ま
ず
「
天
道
は
改
ま
ら
ず
し
て
、
人
道
は
易
る
な
り
。
」
と
言
い
、
基
本
的
な
立
場
を
示
し
て
い
る
。
天
は
普
遍
の
も
の
で
あ
り
、
常

に
一
定
の
有
様
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
従
っ
て
国
家
の
興
亡
は
天
に
係
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

「
仁
義
」
も
天
与
の
も
の
と
し
て
普
遍
の
絶
対
規
範
で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
あ
く
ま
で
君
主
の
政
治
の
行
い
方
に
治
乱

興
亡
の
す
べ
て
が
起
因
す
る
と
す
る
。
　
「
悪
政
は
悪
気
を
生
じ
、
悪
気
は
災
異
を
生
ず
。
」
も
同
旨
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
君

主
が
聖
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

　
「
聖
人
察
物
、
無
所
遺
失
、
上
及
日
月
星
辰
、
下
至
鳥
獣
草
木
昆
虫
。
」
（
明
誠
）

　
「
聖
人
承
天
之
明
、
正
日
月
回
行
、
録
星
辰
田
野
、
因
天
地
之
利
、
等
高
下
王
国
、
設
山
川
之
便
、
平
四
海
、
分
九
州
、
同
好
悪
、
一

　
風
俗
。
易
日
、
天
垂
象
、
見
吉
凶
、
聖
人
則
之
。
天
出
善
道
、
聖
人
得
之
。
」
（
明
誠
）

　
で
あ
る
と
し
て
、
国
家
は
安
泰
な
も
の
と
な
る
。
特
に
二
番
目
の
文
に
於
い
て
は
『
易
』
繋
辞
上
を
引
き
つ
つ
「
天
、
善
道
を
出
し
、
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聖
人
之
を
得
」
と
言
い
、
　
「
善
道
」
と
い
う
語
を
以
て
先
の
絶
対
規
範
と
し
て
の
「
仁
義
」
を
覆
画
し
て
い
る
。

　
以
上
、
　
『
新
語
』
の
天
論
、
天
対
人
論
を
見
る
に
、
天
は
日
月
の
運
行
や
四
時
の
推
移
な
ど
君
主
が
規
範
と
す
べ
き
有
様
を
示
す
も
の

と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
あ
く
ま
で
実
際
の
政
治
を
行
う
の
は
君
主
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
下
、
天
自
体
に

対
し
て
は
そ
の
政
治
内
容
の
善
悪
を
吉
祥
も
し
く
は
災
異
を
以
て
告
げ
る
も
の
と
し
て
の
価
値
し
か
与
え
て
い
な
い
。

　
こ
れ
は
『
准
南
子
』
が
基
本
的
に
は
同
じ
路
線
な
が
ら
も
、
天
（
道
）
へ
の
因
循
を
重
視
し
、
同
体
論
と
併
せ
て
そ
の
記
述
に
大
量
の

字
数
を
あ
て
て
い
る
の
と
比
べ
れ
ば
、
そ
の
あ
つ
か
い
が
極
め
て
軽
い
も
の
に
止
ま
っ
て
い
る
事
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

先
の
明
誠
篇
の
記
述
の
後
に
、

　
「
故
日
、
則
天
之
明
、
因
地
之
利
。
観
天
之
化
、
推
演
万
事
之
類
、
散
重
量
□
□
之
間
、
調
革
以
寒
暑
之
節
、
養
之
以
四
時
三
曲
、
同

　
之
以
風
雨
之
化
。
故
絶
国
異
俗
、
莫
不
知
□
□
□
。
楽
則
歌
、
哀
則
実
、
蓋
聖
人
之
教
所
斉
一
也
。
」
（
明
誠
）

　
と
あ
っ
て
、
前
半
に
天
地
に
因
り
意
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
も
、
末
尾
の
「
聖
人
の
教
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
天
地
は
善
政
を
行
う
た

め
の
十
分
条
件
と
し
て
の
意
義
ほ
ど
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
『
新
語
』
執
筆
時
期
と
も
か
か
わ
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

恐
ら
く
は
漢
初
期
に
於
て
統
治
の
理
念
よ
り
は
よ
り
具
体
的
実
務
の
整
理
の
方
が
急
務
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味
に
於

て
文
景
期
を
経
た
『
准
南
子
』
は
安
定
を
背
景
に
統
治
理
念
も
十
分
に
考
慮
し
得
た
の
で
は
な
い
か
。

　
『
新
語
』
の
中
枢
は
次
の
人
論
及
び
人
対
人
論
、
す
な
わ
ち
君
主
の
修
養
と
臣
下
操
作
術
、
統
治
術
に
あ
る
。

一
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第
三
章
　
人
及
び
人
対
人
の
思
想

　
『
准
南
子
』
に
お
け
る
政
治
思
想
の
中
心
は
天
対
人
論
に
あ
り
、
人
論
及
び
人
対
人
論
は
君
主
の
修
養
論
的
色
彩
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
政
治
思
想
の
中
心
を
天
対
人
論
に
置
い
た
こ
と
が
、
結
果
的
に
『
准
南
子
』
が
提
示
す
る
政
治
思
想
を
極
め
て
理
念
的
な
も

の
に
し
て
し
ま
っ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
　
『
新
語
』
の
政
治
思
想
の
中
心
は
先
の
第
二
章
で
示
し
た
如
く
、
天
対
人
論
に
は
な
い
。
彩
し
い
量
の
三
論
、
人
対
人

論
に
関
す
る
記
述
が
、
如
実
に
そ
の
中
心
が
人
及
び
人
対
人
論
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



　
で
は
、
ま
ず
人
論
（
君
主
が
聖
人
に
な
る
た
め
の
修
養
に
関
す
る
論
）
か
ら
見
て
み
た
い
。
先
に
示
し
た
道
基
篇
の
文
に
「
君
子
は
道

を
握
り
て
治
あ
、
徳
を
乗
り
て
行
ひ
、
仁
に
席
し
て
坐
し
、
義
に
伎
り
て
彊
あ
、
虚
無
寂
箕
、
通
動
し
て
量
な
し
。
…
…
聖
人
世
に
王
と

な
り
、
賢
者
功
を
建
つ
。
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
「
道
徳
」
「
仁
義
」
を
体
得
し
た
「
虚
無
寂
箕
」
た
る
聖
人
が
君
主
と
な
る

こ
と
を
理
想
と
し
て
い
る
。
し
か
し
現
実
問
題
と
し
て
、
そ
れ
は
あ
り
難
い
事
で
あ
る
か
ら
、
君
主
を
聖
人
に
し
て
事
後
承
諾
を
求
め
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
第
一
章
に
於
い
て
言
及
し
た
よ
う
に
、
天
の
「
黒
変
禎
祥
」
が
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
か
で
あ

る
。　
ま
ず
、
人
が
の
っ
と
る
規
範
と
し
て
の
「
道
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
提
示
す
る
。

　
「
道
者
人
之
所
行
也
。
夫
大
道
履
之
而
行
、
耳
環
不
能
。
故
謂
心
耳
。
故
孔
子
日
、
道
之
不
行
也
。
言
人
不
能
行
之
。
選
挙
顔
当
日
、

　
用
之
則
行
、
舎
之
則
蔵
、
唯
我
與
爾
有
是
夫
。
言
顔
淵
道
施
耳
茸
巡
拝
之
用
。
」
（
贈
呈
）

　
『
論
語
』
の
公
治
長
篇
と
述
而
篇
を
経
文
と
し
つ
つ
、
人
論
と
し
て
の
「
道
」
を
提
示
す
る
。
　
『
准
南
子
』
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
人
倫
の
「
道
」
で
あ
る
。
こ
の
人
倫
の
「
道
」
が
細
則
へ
の
派
生
の
中
核
と
な
る
。

　
「
君
子
居
乱
世
、
言
合
道
徳
、
採
微
善
、
絶
舌
下
、
修
父
子
之
礼
、
以
及
君
臣
之
序
。
乃
天
地
之
通
道
、
聖
人
之
所
不
詳
也
。
」
（
慎
微
）

　
「
道
徳
に
合
し
」
と
述
べ
た
後
に
、
　
「
父
子
の
礼
」
か
ら
「
君
臣
の
序
」
に
そ
の
「
道
」
が
波
及
し
て
い
る
。
内
か
ら
外
へ
の
徳
の
拡

大
は
『
論
語
』
や
『
大
学
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
戦
国
儒
者
の
最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ

れ
は
人
論
の
み
な
ら
ず
、
人
対
人
論
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、

　
「
夫
建
大
功
於
天
下
者
、
必
先
修
了
閨
門
之
内
。
垂
大
名
於
万
世
者
、
必
先
行
之
垂
心
微
早
事
。
」
（
慎
微
）

　
「
治
外
者
必
調
内
、
平
遠
縁
必
正
近
。
綱
維
天
下
、
労
神
八
極
者
、
撃
壌
不
存
於
家
。
養
気
治
性
、
思
通
精
神
、
延
寿
命
者
、
則
志
不

　
流
於
外
。
」
（
懐
旧
）

　
な
ど
も
同
様
の
記
述
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
君
主
の
在
り
方
が
規
定
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
統
治
は
い
か
な
る
形
で
な
さ
れ
る
の
か
。
次
の
文
を
見
て
み
た
い
。

　
「
治
以
道
徳
為
上
、
行
以
仁
義
為
本
。
故
里
於
位
而
無
徳
者
馳
、
富
於
財
無
義
者
刑
。
賎
而
好
徳
者
尊
、
貧
而
有
義
千
栄
。
」
（
本
行
）

　
「
君
明
於
徳
可
以
及
於
遠
、
三
三
於
信
可
以
致
於
大
。
」
（
明
誠
）

一
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い
ず
れ
も
君
主
は
「
道
徳
」
「
仁
義
」
を
も
っ
て
至
上
と
す
べ
き
事
が
説
か
れ
て
い
る
。
特
に
明
誠
篇
の
方
は
、
そ
れ
が
臣
下
に
も
及

ん
で
お
り
、
君
臣
と
も
に
「
道
徳
」
「
仁
義
」
に
基
づ
い
た
統
治
・
行
動
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
君
臣
・
君
民
関
係
に
つ
い
て
は
、

　
「
道
莫
大
於
無
為
、
行
莫
大
於
謹
敬
。
何
里
言
之
。
昔
舜
治
天
下
也
、
弾
五
弦
之
琴
、
歌
南
風
之
詩
、
寂
若
無
治
国
之
意
、
漠
若
無
憂

　
民
之
心
。
然
而
天
下
大
治
。
零
露
制
作
礼
楽
、
郊
天
地
、
望
山
川
、
師
旅
不
設
、
刑
格
法
懸
、
而
四
海
之
内
、
奉
千
手
榛
、
越
裳
之
君
、

　
重
訳
来
朝
。
故
無
為
者
乃
有
為
也
。
」
（
無
為
）

　
と
あ
り
、
　
「
道
徳
」
「
仁
義
」
を
基
盤
と
し
た
「
無
為
」
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
無
為
」
は
こ
と
さ
ら
に
秦
始
皇
の
統
治

を
意
識
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
続
く
文
に
、

　
「
秦
始
皇
設
刑
罰
、
為
車
裂
之
訣
、
以
敏
姦
邪
、
築
長
城
於
戎
境
、
以
備
胡
越
、
征
大
歌
小
、
威
震
天
下
。
将
帥
横
行
、
野
服
外
国
。

　
蒙
悟
討
乱
於
外
、
李
斯
治
法
於
内
。
事
途
無
韻
下
途
乱
、
痛
罵
叢
話
姦
叢
叢
、
兵
馬
益
設
而
敵
人
宇
多
。
秦
揺
揺
欲
治
也
。
然
失
講
者
、

　
乃
畢
措
太
衆
、
刑
罰
太
極
故
也
。
」
（
無
為
）

　
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
　
『
准
南
子
』
に
も
同
旨
の
文
は
あ
る
も
の
の
、
　
『
新
語
』
の
場
合
は
討
秦
直
後
の
著
作
で
あ
る

と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
換
言
す
れ
ば
『
准
南
子
』
に
於
け
る
「
無
為
の
治
」
の
ご
と
く
理
念
化
が
進
ん
で
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
⑭

素
朴
形
態
と
言
え
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
無
為
」
を
基
調
と
し
た
中
か
ら
出
て
く
る
君
臣
・
君
民
関
係
は
以
下
の
ご
と
く
、
体
系
性
・
理
論
性
を
欠
く
、

い
さ
さ
か
理
想
的
な
記
述
に
終
始
す
る
。

　
「
是
以
君
子
、
立
処
紆
以
褒
其
身
、
行
身
中
和
以
致
疏
遠
。
民
畏
其
威
而
従
其
化
、
懐
知
徳
旨
趣
其
昔
、
美
其
治
墓
園
敢
違
其
政
。
民

　
不
罰
而
畏
、
不
賞
而
勧
。
漸
漬
於
道
徳
、
而
被
服
於
中
和
之
所
信
也
。
」
（
無
為
）

　
無
為
篇
冒
頭
部
の
ま
と
め
と
な
る
部
分
で
あ
る
が
、
君
主
自
ら
が
「
寛
侍
」
と
し
て
「
中
和
」
を
行
え
ば
、
賞
罰
を
も
っ
て
せ
ず
と
も

人
民
に
そ
れ
が
浸
透
し
、
自
ず
と
帰
順
し
教
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
寛
督
」
「
中
和
」
が
、
先
の
「
道
徳
」

「
仁
義
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
統
治
理
念
が
、
よ
り
具
体
的
な
形
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
、

次
の
文
で
あ
ろ
う
。

「
1
0一



　
「
君
子
之
為
治
也
、
塊
然
若
無
事
、
寂
然
若
無
声
、
官
府
若
藩
吏
、
亭
落
若
無
官
、
閥
盛
運
訟
於
巷
、
老
幼
不
識
於
庭
。
愚
者
無
所
議
、

　
思
者
無
野
草
。
郵
無
夜
行
之
卒
、
三
無
夜
召
拝
呈
。
犬
不
夜
吠
、
鶏
不
夜
鳴
。
書
老
者
甘
味
於
堂
、
丁
男
馬
耕
転
興
野
。
在
朝
華
墨
於

　
君
、
在
家
者
孝
於
親
。
」
（
至
徳
）

　
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
文
を
見
る
に
、
　
『
准
南
子
』
詮
言
訓
に
困
っ
て
提
示
さ
れ
る
「
無
為
の
治
」
の
在
り
方
に
極
め
て
近
似
し
て
い

る
こ
と
に
気
付
く
。
ま
た
先
の
無
為
篇
の
記
述
と
関
連
さ
せ
れ
ば
、
無
為
篇
が
決
し
て
異
色
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。
し
か
し
、

至
徳
篇
の
こ
の
記
述
は
次
の
文
で

　
「
於
是
賞
善
罰
悪
逆
潤
色
之
、
興
辟
苗
圃
序
而
教
誇
之
。
逆
撃
賢
愚
異
議
、
廉
鄙
異
科
、
長
幼
異
節
、
上
下
有
期
、
強
弱
相
扶
、
大
小

　
相
懐
、
尊
卑
相
承
、
雁
行
相
随
、
不
言
而
信
、
不
怒
而
威
、
豊
待
堅
甲
利
兵
、
深
転
出
令
、
朝
夕
切
切
、
而
後
行
哉
。
」
（
至
徳
）

と
言
っ
て
教
化
論
を
連
続
し
て
説
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
「
仁
義
」
に
よ
る
統
治
が
大
前
提
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
　
『
潅
南
子
』
と

は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
れ
で
は
か
く
の
ご
と
く
儒
家
理
念
を
中
核
と
す
る
『
新
語
』
の
統
治
理
念
を
『
潅
南
子
』
の
中
で
儒
家
理
念
を
取
り
入
れ
て
い
る
と

目
さ
れ
る
泰
族
訓
と
比
較
し
た
時
、
如
何
な
る
特
色
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て

み
た
い
。

一
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第
四
章
　
統
治
形
態
と
そ
の
特
質

　
本
章
で
は
前
章
ま
で
の
考
証
に
基
づ
い
て
『
新
語
』
の
統
治
形
態
を
概
観
し
た
上
で
、
そ
の
特
質
を
論
じ
て
み
た
い
。

　
さ
て
、
そ
の
統
治
形
態
の
骨
子
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
以
下
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

　
『
新
語
』
は
先
聖
（
包
犠
）
・
中
聖
（
文
王
・
周
公
）
・
後
聖
（
孔
子
）
の
業
績
を
鑑
み
た
上
で
、
絶
対
規
範
と
し
て
の
天
が
、
災
変

や
禎
祥
、
文
章
な
ど
を
以
て
随
時
君
主
へ
の
戒
告
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
承
認
す
る
。
つ
ま
り
統
治
者
は
天
の
意
思
を
媒
介
物
た
る
万
事

万
象
に
因
っ
て
認
知
し
つ
つ
統
治
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
際
注
目
す
べ
き
は
、
一
般
に
人
対
人
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
は
ず
の
「
父
子
の
親
」
「
君
臣
の
義
」
と
い
っ
た
儒
家
的
人
道
の
秩
序
の
発
生
を
天
理
に
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
加
え
て



五
経
六
芸
を
も
天
理
の
枠
内
で
捉
え
、
天
の
絶
対
性
を
そ
れ
ら
に
付
し
て
い
る
。
こ
こ
に
『
新
語
』
の
統
治
思
想
に
於
け
る
絶
対
規
範
は

天
か
ら
儒
教
理
念
へ
と
移
行
す
る
。
し
た
が
っ
て
露
天
を
標
榜
し
つ
つ
も
、
そ
の
色
彩
は
極
め
て
薄
い
も
の
と
な
り
、
仁
義
や
礼
楽
を
中

心
と
し
た
統
治
思
想
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
一
方
統
治
者
で
あ
る
君
主
は
当
然
仁
義
を
体
得
し
た
聖
人
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
わ
け
だ
が
、
先
の
天
の
戒
告
（
災
異
）
の
記
述

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
　
『
新
語
』
は
そ
れ
を
想
定
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
君
主
た
る
の
道
が
必
要
条
件
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。
君
主
に
求
め
ら
れ
る
第
一
の
要
件
は
「
宇
内
」
「
正
近
」
「
霜
気
治
性
」
と
い
っ
た
君
主
自
身
の
内
的
充
実
で
あ
り
、
こ
こ
に

「
道
徳
」
「
仁
義
」
が
確
立
し
た
君
主
こ
そ
「
治
外
」
「
平
遠
」
を
為
し
得
る
者
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
秦
帝
国
の
統
治
形
態
を
有

為
と
し
て
批
判
す
る
形
を
取
り
つ
つ
臣
民
に
対
し
て
は
無
為
で
あ
る
べ
き
事
を
強
調
す
る
。

　
『
新
語
』
が
提
出
す
る
か
く
の
ご
と
き
統
治
理
念
は
、
黄
老
思
想
の
中
で
、
と
り
わ
け
『
准
南
子
』
に
於
て
提
出
さ
れ
る
儒
家
言
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

か
な
る
異
同
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
准
南
子
』
の
中
で
最
も
儒
家
色
の
強
い
泰
族
訓
と
の
比
較
の
中
で
、
儒
家
規
範
の
発
現
状
態
や

位
置
づ
け
を
見
て
み
た
い
。

　
さ
て
妻
戸
訓
の
主
旨
は
絶
対
規
範
と
し
て
の
天
を
定
立
し
た
上
で
、
自
得
し
た
聖
人
が
君
主
と
な
っ
て
人
民
を
統
治
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
か
ら
、
　
『
潅
南
子
』
の
他
の
諸
々
と
幽
き
異
な
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
『
新
語
』
と
も
同
じ
路
線
上
に
は
あ
る
。
し
か
し
、

「
仁
義
」
な
ど
の
儒
家
言
の
認
可
に
つ
い
て
は
独
自
の
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
　
「
聖
人
の
天
下
を
治
む
る
は
、
民
の
性
を
易
ふ
る
に
非
ざ

る
な
り
。
」
（
泰
族
訓
）
と
の
一
文
を
受
げ
て
の
文
で
あ
る
。

　
「
禺
…
…
因
水
之
流
也
。
后
櫻
…
…
因
地
之
勢
也
。
湯
武
…
…
因
民
之
欲
也
。
故
能
因
則
無
敵
於
天
下
　
。
夫
物
有
事
自
然
、
而
後
人

　
事
有
治
也
。
…
…
故
先
王
之
制
法
也
、
因
民
之
所
好
、
而
為
之
節
事
者
也
。
因
其
好
色
、
而
制
婚
姻
鴻
儒
、
故
男
女
聖
別
。
因
其
短
音
、

　
而
優
雅
碩
之
声
、
故
風
俗
不
流
。
因
其
寧
家
室
楽
妻
子
、
教
之
以
順
、
故
父
子
有
親
。
因
其
喜
朋
友
、
而
教
之
以
悌
、
故
長
幼
有
序
。

　
　
…
此
皆
人
之
所
有
於
性
、
而
聖
人
之
所
匠
成
也
。
」
（
泰
族
訓
）

　
「
無
為
の
治
」
を
説
く
原
道
訓
や
詮
言
訓
の
中
で
言
及
さ
れ
る
因
循
（
魚
水
・
因
地
・
因
民
）
な
ど
の
延
長
線
上
で
、
男
女
の
別
・
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

子
の
親
・
長
幼
の
序
な
ど
の
儒
家
的
人
倫
が
語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
人
の
性
に
因
り
循
っ
て
聖
人
は
儒
家
倫
理
を
定
め
た
と
し
て
、
　
『
潅
南

子
』
全
体
の
大
枠
で
あ
る
「
因
循
」
の
中
で
「
仁
義
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
点
に
於
て
『
新
語
』
と
根
本
的
に
異
な
る
わ
け
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だ
が
、
後
に
は
「
治
之
所
以
為
本
者
仁
義
也
。
」
「
仁
義
者
治
之
本
日
。
」
「
仁
知
、
人
材
之
学
者
也
。
所
謂
仁
者
愛
人
也
。
所
謂
知
者
知
人

也
。
愛
人
則
無
虐
刑
　
。
知
人
玉
無
乱
世
　
。
」
な
ど
と
い
っ
え
文
が
見
え
、
　
「
仁
義
」
を
統
治
の
根
本
と
す
る
結
論
の
部
分
で
は
同
じ

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
因
民
」
を
視
座
の
中
心
に
据
え
れ
ば
、

　
「
能
成
覇
王
之
業
者
、
必
得
勝
者
也
。
心
得
勝
者
、
必
強
者
也
。
能
強
者
、
必
用
人
力
者
也
。
能
用
人
力
者
、
必
得
人
心
者
也
。
能
得

　
人
心
者
、
必
自
得
者
也
。
」
（
泰
族
訓
）

　
「
為
治
之
本
、
務
在
寧
民
。
」
（
泰
族
訓
）

　
と
あ
っ
て
、
　
「
民
心
を
得
た
」
も
の
と
し
て
周
や
楚
の
昭
王
を
、
　
「
民
を
失
っ
た
」
も
の
と
し
て
楚
の
霊
王
を
提
示
す
る
文
章
な
ど
が

あ
る
。

　
か
く
の
ご
と
く
「
仁
義
」
が
「
因
民
」
の
中
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
統
治
と
い
う
枠
の
中
で
論
じ
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
当
然
聖
人
（
君
主
）
は
人
民
の
本
性
た
る
「
仁
義
」
を
導
き
出
す
た
め
の
教
化
が
責
務
と
な
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
、

　
「
人
群
性
器
仁
義
千
旦
、
非
聖
王
為
之
法
度
而
教
導
之
、
則
不
可
離
郷
方
。
故
先
王
之
教
也
、
因
其
所
圭
以
勧
善
、
因
其
所
悪
以
禁
姦
。

　
故
刑
罰
不
用
、
而
威
行
墨
流
、
政
令
約
省
、
而
化
耀
如
神
。
故
因
其
性
、
則
天
下
聴
従
、
梯
母
性
、
則
法
難
而
不
用
。
」
（
泰
垂
訓
）

　
と
言
い
、

　
「
民
情
廉
恥
、
不
可
治
也
、
非
修
礼
儀
、
廉
恥
不
立
。
民
不
知
礼
義
、
法
弗
能
正
也
、
非
選
一
廃
部
、
不
向
礼
義
。
無
法
不
可
以
為
治

　
也
、
不
知
礼
義
、
不
可
以
行
法
。
…
…
孔
子
、
弟
子
七
十
、
養
徒
三
千
人
。
皆
入
孝
出
悌
、
言
為
文
章
、
行
為
儀
表
、
教
之
所
成
。
」

　
（
泰
族
訓
）

　
と
言
っ
て
聖
人
の
教
化
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　
こ
の
教
化
と
い
う
点
に
関
し
て
も
、
辟
雍
痒
序
な
ど
の
設
立
を
説
い
て
い
た
『
新
語
』
道
基
篇
な
ど
の
記
述
と
類
す
る
も
の
と
し
て
受

け
と
め
ら
れ
る
が
、
儒
家
的
人
倫
規
範
の
必
要
性
発
現
状
態
は
『
新
語
』
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
泰
族
訓
は
天
へ
の
因
循

を
中
核
と
し
た
上
で
の
因
水
・
因
地
・
下
民
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
儒
家
倫
理
の
確
立
を
主
旨
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
　
『
新
語
』
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
発
点
を
儒
家
倫
理
そ
の
も
の
が
天
で
あ
る
と
い
う
所
に
置
い
て
お
り
、
先
に
仁
義
あ
り
と
い
う
形
を
取
る
。
こ
れ
は
三
族
訓
が
『
新
語
』

に
近
似
し
た
思
想
を
述
べ
な
が
ら
も
、
必
ず
人
民
に
視
座
を
置
い
て
い
る
こ
と
と
は
一
線
を
画
す
る
。
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次
の
文
で
は
、
詳
細
な
統
治
理
念
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
「
昔
者
、
五
帝
三
王
之
萢
政
施
教
、
必
用
参
五
。
何
様
参
五
。
仰
取
軸
心
天
、
傭
世
心
望
地
、
中
取
法
迎
人
。
乃
立
明
堂
皇
朝
、
行
明

　
堂
之
令
、
以
軍
士
陽
之
気
、
以
和
四
時
之
節
、
以
辟
疾
病
之
苗
。
慢
心
地
理
、
以
制
度
量
、
察
陵
陸
水
澤
、
肥
激
高
下
之
宜
、
立
案
生

　
財
、
以
除
飢
寒
之
患
、
中
考
乎
人
徳
、
軍
制
礼
楽
、
行
仁
義
婦
道
、
無
事
人
倫
、
而
除
暴
乱
之
禍
、
乃
澄
列
金
木
水
火
土
之
性
、
以
立

　
父
子
之
親
而
成
家
、
別
清
濁
五
音
六
律
相
生
之
数
、
以
立
君
臣
之
義
軍
成
国
、
察
四
時
李
中
之
序
、
以
立
長
幼
之
礼
而
贈
官
。
此
之
謂

　
参
。
制
君
臣
之
義
、
父
子
之
親
、
夫
婦
之
辮
、
長
幼
之
序
、
朋
友
之
際
、
此
之
謂
五
。
」
（
韓
族
訓
）

　
一
見
、
由
基
篇
の
記
述
と
同
じ
が
ご
と
く
で
あ
る
が
、
先
の
「
民
の
好
む
所
に
困
り
て
、
其
の
節
分
を
為
す
」
に
基
づ
く
「
中
は
法
を

人
に
取
る
」
は
、
道
号
篇
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
参
と
言
い
五
と
言
っ
て
、
天
地
人
の
各
法
則
か
ら
導
き
出

し
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
相
互
性
は
認
め
ら
れ
得
る
も
の
の
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
原
道
訓
な
ど
に
も
見
ら
れ
た
因
循
す
る
対
象
の
拡
大
に

伴
う
思
想
で
あ
り
、
人
の
性
を
天
与
の
も
の
と
し
て
認
め
た
上
で
の
発
言
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
の
本
性
が
常
に
天
（
道
）
ほ
ど

の
普
遍
的
絶
対
性
を
堅
持
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
破
綻
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
と
同
時
に
、

そ
れ
は
先
の
聖
人
に
よ
る
教
化
の
徹
底
を
強
調
す
る
と
い
う
方
向
性
を
も
示
唆
す
る
。
こ
れ
ら
は
『
新
語
』
に
お
け
る
曖
昧
な
条
件
の
下

に
性
格
付
け
が
為
さ
れ
て
い
た
君
主
（
聖
人
）
に
対
す
る
議
論
や
、
中
（
人
道
）
を
措
定
す
る
こ
と
な
く
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
り
絶
対
的

な
人
倫
規
範
の
議
論
な
ど
と
比
較
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
質
の
異
な
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え
ば
儒
家
理
念
を
認
可
し
つ
つ

も
、
そ
れ
が
破
綻
す
る
状
態
を
設
定
す
る
以
下
の
ご
と
き
文
章
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
易
之
失
也
卦
、
書
二
割
寝
敷
、
楽
劇
失
也
淫
、
詩
之
失
用
畜
、
礼
之
失
電
蓄
、
春
秋
之
電
蓄
刺
。
」
（
泰
族
訓
）

　
こ
れ
は
経
書
を
儒
家
理
念
の
中
核
と
し
て
認
め
な
が
ら
も
、
決
し
て
そ
れ
を
絶
対
規
範
と
し
て
は
認
可
し
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
で
あ

る
。
そ
れ
は
こ
の
文
の
後
に
「
聖
人
は
…
…
能
く
天
に
法
る
」
と
再
説
し
て
る
事
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
泰
族
訓
は
儒
家
理
念
を
標

傍
し
つ
つ
も
決
し
て
そ
れ
を
絶
対
規
範
と
し
て
は
承
認
し
て
お
ら
ず
、
最
終
的
に
は
天
へ
の
因
循
を
説
く
。
逆
に
言
え
ば
、
　
『
准
南
子
』

泰
族
訓
に
於
い
て
説
か
れ
る
「
仁
義
」
は
「
因
循
」
の
枠
内
に
置
か
れ
た
一
統
治
形
態
と
い
う
ほ
ど
の
意
義
し
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

　
最
後
に
一
応
の
結
論
と
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
　
『
新
語
』
は
極
め
て
素
朴
な
形
で
儒
家
理
念
に
基
づ
く
人
倫
社
会
を
想
定
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
漢
帝
国
創
業
時
の
著
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
こ
と
政
治
に
関
し
て
は
蒙
昧
な
る
君
主
高
祖
を
意
識
し
て
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
の
成
立
事
情
に
も
一
因
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
に
「
仁
義
」
の
絶
対
性
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

普
遍
性
を
高
め
た
の
も
う
な
ず
け
る
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
鼻
聾
観
望
が
陸
頁
を
「
啓
蒙
思
想
家
」
と
定
義
付
け
た
の
は
妥
当
で
あ
る
と

思
う
。

　
一
方
『
准
南
子
』
に
あ
っ
て
は
、
最
も
儒
家
色
が
強
い
と
さ
れ
る
泰
族
制
に
予
て
「
仁
義
」
に
基
づ
く
統
治
が
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
は

『
准
南
子
』
全
体
の
中
核
で
あ
る
「
因
循
」
の
枠
内
で
語
ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
　
『
新
語
』
ほ
ど
の
価
値
が
付
与
さ
れ
た
「
仁
義
」
で
は
な

か
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
道
家
言
を
導
入
し
た
『
新
語
』
と
、
儒
家
言
を
導
入
し
た
『
潅
南
子
』
と
で
は
、
巨
視
的
に
は
類
似
す
る
部
分
も
あ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
の
、
や
は
り
陸
頁
は
儒
家
と
し
て
後
世
承
認
さ
れ
得
る
要
素
を
十
分
に
有
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
両
者
の
間
に
は
根
本
的
隔
絶

が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
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〔
使
用
版
本
〕

王
利
器
撰
『
新
語
校
注
』
（
中
華
書
志
）
及
び
劉
文
典
撰
『
潅
南
鴻
烈
集
解
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
）
を
底
本
と
し
、
他
の
諸
研
究
も
参
照
し
た
。

〔
参
考
文
献
〕

A
宮
崎
市
定
「
陸
質
新
語
道
基
篇
の
研
究
」
（
東
方
学
2
5
）

B
宮
崎
市
定
「
陸
質
『
新
語
』
の
研
究
」
（
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
9
）

C
塩
出
雅
「
陸
頁
新
語
に
つ
い
て
」
（
池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
）

D
宇
野
茂
彦
「
陸
画
貝
新
語
札
記
」
（
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
　
哲
学
3
3
）

E
金
谷
治
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』
第
三
章
第
二
節
「
漢
初
儒
生
の
活
動
e
」
（
平
楽
寺
書
店
）



　
F
内
山
俊
彦
『
中
国
古
代
思
想
史
に
お
け
る
自
然
認
識
』
第
八
章
第
一
節
「
陸
賞
と
『
新
語
』
」
（
創
文
社
）

　
G
余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
辮
証
』
巻
十
子
部
一
儒
家
類
一
「
新
語
二
巻
」
（
中
華
書
籍
）

　
H
胡
適
『
胡
適
文
存
』
三
集
巻
七
「
陸
頁
新
語
放
」
（
遠
東
図
書
公
司
）

　
1
胡
適
『
中
国
中
古
思
想
史
長
編
』
（
上
）
第
三
章
「
秦
漢
之
間
的
思
想
状
態
－
陸
賞
」
（
遠
流
出
版
公
司
）

　
J
徐
復
観
「
漢
初
的
啓
蒙
思
想
家
i
陸
面
貝
」
（
大
陸
雑
誌
　
第
5
2
巻
第
2
期
）

　
K
熊
鉄
基
『
秦
漢
新
道
家
略
論
稿
』
1
「
《
新
語
》
是
漢
土
新
道
家
的
代
表
作
」
（
上
海
人
民
出
版
社
）

　
L
金
春
峰
『
漢
代
思
想
史
』
1
「
漢
初
黄
老
思
想
対
良
質
・
揺
落
的
影
響
」
及
び
「
陸
費
”
仁
義
為
本
”
的
思
想
」
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
）

〔
註
〕

①
も
ち
ろ
ん
全
て
が
同
義
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
戦
訓
訓
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
大
札
」
「
大
楽
」
な
ど
と
い
っ
た
諸
タ
ー
ム
は
、
明

　
ら
か
に
儒
家
の
そ
れ
と
は
内
容
を
異
に
し
て
い
る
。

②
宮
崎
氏
論
文
B
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
徐
復
観
氏
は
J
に
於
て
、
量
質
の
思
想
を
道
家
の
処
世
側
面
と
儒
家
の
政
治
的
側
面
を
折
衷
し
た
も
の
と

　
し
て
捉
え
、
儒
道
の
割
合
は
異
な
る
も
の
の
、
こ
の
精
神
は
『
准
南
子
』
、
　
『
春
秋
勝
継
』
、
　
『
塩
試
論
』
の
賢
良
文
学
、
揚
雄
な
ど
へ
と
展
開
し
て

　
い
っ
た
と
し
て
お
ら
れ
る
。

③
筆
者
が
本
論
を
記
す
に
あ
た
り
参
照
し
た
文
献
に
つ
い
て
は
〔
参
考
文
献
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
引
用
に
際
し
て
は
行
頭
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

　
で
表
記
し
て
あ
る
。

④
現
行
本
を
ほ
ぼ
原
本
と
同
一
の
も
の
と
し
て
み
な
し
て
い
る
も
の
に
、
胡
適
氏
の
G
H
、
宮
崎
氏
の
A
B
、
宇
野
氏
の
D
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
明
記

　
し
て
い
な
い
場
合
も
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
立
場
の
下
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑤
現
行
本
を
『
漢
書
』
芸
文
志
に
見
え
る
『
虚
言
』
二
＋
三
篇
の
残
巻
と
す
る
も
の
に
金
谷
氏
の
E
が
あ
る
。

⑥
『
准
南
子
』
に
お
け
る
政
治
思
想
の
中
心
は
も
ち
ろ
ん
「
無
為
の
治
」
に
あ
る
。
し
か
し
、
理
想
的
状
態
に
至
る
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
一
時

　
的
に
「
法
・
治
」
や
「
半
天
」
な
ど
を
容
認
す
る
と
い
う
構
造
も
持
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
暫
定
措
置
と
し
て
の
政
治
形
態
は
一
応
省
略

　
し
、
　
「
無
為
の
治
」
の
み
を
対
象
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
本
論
中
に
於
て
単
に
『
潅
南
子
』
と
表
記
し
て
あ
る
場
合
、
そ
れ
は
『
潅
南
子
』
の
「
無

　
為
の
治
」
を
さ
す
。
な
お
「
無
為
の
治
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
『
准
南
子
』
原
道
訓
の
位
置
」
（
日
本
中
国
学
会
報
3
9
）
、
「
「
無
為
の
治
」
の
理
論

　
構
造
」
（
そ
の
一
・
そ
の
2
）
　
（
九
州
中
国
学
会
報
2
7
・
2
9
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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⑦
宮
崎
氏
論
文
A
B
の
考
証
に
よ
り
「
日
」
を
「
天
」
に
改
め
た
。

⑧
原
論
と
し
て
の
原
道
訓
や
「
無
為
の
治
」
を
説
く
詮
言
訓
な
ど
、
君
主
（
聖
人
）
の
「
自
得
」
「
内
治
」
が
併
せ
説
か
れ
る
際
に
は
、
天
殊
記
述
は

　
付
随
し
な
い
。
一
方
、
　
「
無
為
の
治
」
に
至
る
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
各
論
と
し
て
の
統
治
形
態
（
循
天
思
想
な
ど
）
が
語
ら
れ
る
場
合
、
暫

　
定
措
置
で
あ
る
が
故
の
破
綻
を
想
定
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
天
国
記
述
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
組
違
訓
や
本
経
訓
が
そ
れ
に
当
た
る
。

　
本
経
訓
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
『
准
南
子
』
本
経
訓
に
つ
い
て
」
（
東
方
宗
教
7
7
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑨
熊
鉄
気
氏
は
K
に
お
い
て
以
下
の
先
聖
・
中
聖
・
五
聖
の
記
述
を
冒
頭
の
「
聖
人
之
を
為
す
」
の
具
体
説
明
と
し
て
説
い
て
お
ら
れ
る
。

⑩
後
に
「
聖
人
防
乱
、
以
経
芸
。
」
（
畑
島
）
と
い
う
文
も
見
え
、
「
経
芸
」
に
対
す
る
独
特
な
位
置
づ
け
が
為
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
「
五

　
経
六
芸
」
や
「
経
芸
」
な
る
語
は
、
　
「
仁
義
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
し
て
捉
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。
な
お
徐
復
観
氏
の
J
、
金
春
峰
氏
の
し
に
も
、
同
様

　
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑪
「
人
不
能
懐
仁
行
儀
、
分
別
繊
微
、
二
度
天
地
、
子
壷
身
扁
形
、
入
深
山
、
求
神
仙
、
棄
二
親
損
骨
肉
、
絶
五
穀
、
廃
詩
書
、
背
天
地
之
寳
、
求
不

　
死
之
道
、
非
所
以
通
世
防
非
者
也
。
」
（
慎
微
）
と
あ
る
。

⑫
仁
義
を
天
と
同
質
の
絶
対
規
範
と
し
て
承
認
す
る
あ
り
方
は
、
『
孟
子
』
に
見
ら
れ
る
仁
義
を
「
天
爵
」
（
告
子
上
）
と
す
る
考
え
方
や
、
仁
義
を

　
人
間
の
本
性
と
す
る
考
え
方
の
展
開
で
あ
ろ
う
し
、
同
旨
の
も
の
と
し
て
『
中
庸
』
に
あ
る
「
天
の
命
、
之
を
性
と
謂
ふ
」
よ
り
展
開
す
る
考
え
方

　
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

⑬
宇
野
氏
論
文
D
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑭
ま
た
胡
適
氏
は
一
の
中
で
『
新
語
』
の
言
う
「
無
為
」
ば
秦
始
皇
の
「
急
進
政
策
」
を
「
有
為
」
と
し
た
上
で
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

⑮
本
稿
に
於
け
る
泰
電
訓
の
考
証
は
『
新
語
』
と
の
関
連
だ
け
に
と
ど
め
て
お
く
。
血
族
訓
に
関
す
る
詳
細
な
論
及
は
稿
を
改
め
て
行
う
。

⑯
原
道
訓
や
緒
言
訓
に
も
「
囚
民
」
の
思
想
は
あ
る
。
た
と
え
ば
原
道
訓
に
着
て
は
禺
が
亡
国
に
行
っ
て
そ
の
衣
を
脱
い
だ
事
を
「
之
に
因
る
」
と
言

　
い
、
ま
た
詮
聖
訓
に
も
「
三
代
の
道
と
す
る
所
の
者
は
因
な
り
。
」
と
言
っ
た
後
で
、
　
「
（
聖
人
の
）
事
は
衆
と
同
じ
く
す
る
所
な
り
。
」
と
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
「
因
民
」
か
ら
儒
家
理
念
へ
の
展
開
は
三
族
訓
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

⑰
換
言
す
れ
ば
、
『
新
語
』
の
儒
家
理
念
は
「
因
民
」
か
ら
で
は
な
く
、
「
因
天
」
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い

　
て
は
宇
野
氏
も
D
に
於
て
「
自
然
の
理
法
を
察
し
て
人
道
を
定
め
た
」
「
理
法
的
天
は
地
や
聖
人
に
優
先
す
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
、
人
道
（
儒
家

　
倫
理
）
が
天
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
内
山
氏
の
F
も
同
旨
で
あ
る
。
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⑱
同
旨
の
文
と
し
て
「
詩
宴
失
認
、
楽
之
失
刺
、
礼
之
失
責
。
」
（
詮
言
訓
）
、
「
易
之
白
重
、
受
壷
失
淫
、
詩
歯
骨
愚
、
書
之
二
七
、
礼
之
失
伎
、
春
秋

　
之
失
砦
。
」
（
泰
関
心
）
な
ど
が
あ
る
。
　
「
無
為
の
治
」
を
専
論
と
す
る
詮
言
訓
に
簡
略
さ
れ
た
形
で
は
あ
っ
て
も
、
同
旨
の
文
が
存
す
る
こ
と
は
一

　
つ
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
、
本
稿
で
は
例
示
に
と
ど
め
て
置
く
。

⑲
徐
菊
石
氏
は
J
に
於
て
高
祖
や
そ
の
集
団
の
性
質
を
論
じ
た
上
で
、
『
新
語
』
に
は
彼
ら
を
教
育
・
啓
蒙
す
る
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

　
し
て
お
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
思
送
呈
の
末
尾
部
に
見
え
る
「
仁
者
在
位
而
仁
人
来
、
義
者
在
朝
而
義
者
至
。
是
以
墨
子
之
門
門
勇
士
、
仲
尼
之
門
多

　
道
徳
、
文
王
之
朝
多
賢
良
、
里
下
渇
望
多
不
祥
。
」
と
い
う
文
な
ど
は
、
最
も
よ
く
そ
の
性
質
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑳
た
と
え
ば
王
充
『
論
衡
』
に
は
「
若
夫
陸
頁
董
仲
箭
、
論
説
世
事
、
由
意
早
出
、
不
熟
取
爵
禄
。
…
…
」
（
超
奇
篇
）
、
「
陸
運
依
儒
家
而
説
、
…
…
」

　
（
薄
葬
篇
）
、
　
「
新
語
、
陸
頁
所
造
、
蓋
董
仲
鍔
相
被
服
焉
。
」
（
案
書
篇
）
な
ど
と
あ
り
、
陸
頁
が
儒
者
と
し
て
ま
た
董
仲
釘
に
類
す
る
も
の
と
し

　
て
語
ら
れ
て
い
る
。
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